
 

（様式１－３） 

いわき市復興交付金事業計画 復興交付金事業等個票 

平成２４年１１月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. 3 事業名 埋蔵文化財試掘調査事業（薄磯地区） 事業番号 Ａ－４―３ 

交付団体 いわき市 事業実施主体（直接/間接） いわき市（直接） 

総交付対象事業費 ３０，７４７千円 全体事業費 ３０，７４７千円

事業概要 

いわき市復興事業計画等に伴い実施する国土交通省所管の基幹事業「Ｄ－17：都市再生区画整理事業（被

災市街地復興土地区画整理事業等）」の区域内における周知の埋蔵文化財（薄磯貝塚、中街Ａ遺跡、中街Ｂ

遺跡、南街遺跡、薄磯南作遺跡）の試掘調査については、第１回交付金事業として採択され実施したとこ

ろである。この試掘調査の結果、薄磯貝塚から、予想外の遺物（縄文・弥生時代の土器、石器、獣骨、平

安時代の製塩土器）が多数出土した。また、製塩土器の出土により、薄磯貝塚には、福島県内初の古代の

塩作りに関する遺構も存在する可能性が大きいと考えられる。このため、薄磯貝塚の範囲や内容の再確認

（遺構の広がりや深さ及び密度の把握）や、今後実施される開発工事への影響を最小限にすることを目的

に、調査対象範囲を拡大するとともに、詳細かつ精度の高い試掘・確認調査を追加実施するものである（調

査対象面積：200 ㎡）。 

 また、薄磯地区における被災市街地復興土地区画整理事業等において、高台造成（山林）の計画がある

場所（１箇所）は、大規模な開発を伴うものであり、復興事業の円滑な実施を図るため、当該地における

遺跡の所在・範囲を確認するため、試掘・確認調査を実施する（調査対象面積：865 ㎡）。 

【復興ビジョン】 

○取組の柱１ 被災者の生活再建 

 主な取組み：津波等により被害を受ける危険性の低い場所への集団移転なども視野に入れ、一  

       刻も早く本格的な生活再建ができるよう、様々な取組みを進めます。 

○取組の柱３ 社会基盤の再生・強化 

 主な取組み：被害の大きかった沿岸域等について、地域の意見を聴きながら、地域特性を活かした土地利用計画を策

定します。 

【復興事業計画（第一次）】 

○取組の柱３ 社会基盤の再生・強化 ⑴ 生活基盤の再生 

取 組 名：被災市街地復興土地区画整理事業 

取組内容：広範かつ甚大な被災を受けた市街地の復興に対応するため、それぞれの地域の復興ニーズに的確に対応し、

被災市街地復興土地区画整理事業等により緊急かつ健全な市街地の復興を推進する。  

○重点施策 １ 津波被災地域の復興に向けた土地利用プロジェクト 

当面の事業概要 

＜平成 24 年度＞ 試掘・確認調査 

東日本大震災の被害との関係 

当該地区は、東日本大震災の大津波により、区域の大部分が浸水し、壊滅的な被害を受け、多くの犠牲者を出した。

【国土交通省の直轄事業による調査結果：平(薄磯)地区】 

死者：103 名、全壊・大規模半壊：320 棟、半壊・一部損壊：19 棟 

関連する災害復旧事業の概要 

 

※効果促進事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号  

事業名  

交付団体  

基幹事業との関連性 

 

 



いわき市復興交付金事業計画　復興交付金事業等（いわき市交付分）

事業名 基幹事業 基本国費率(a) 1/2

（千円）

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度以降 合計

30,747 30,747

30,747 30,747

30,747 30,747

0 23,060 0 0 0 0 23,060

0 0 0 0 0 0 0

・薄磯貝塚ほ
　か４遺跡の
　試掘・確認
　調査
・薄磯貝塚の
　試掘・確認
　調査の追加
　実施
・高台造成地
　（１箇所）
　の試掘・確
　認調査の実
　施

交付対象事業

対象外事業

№

事
業
工
程

事
業
費

対象外事業費(f)

交付対象事業費(b)

総事業費(b+f)

埋蔵文化財試掘調査事業（薄磯地区）

うち交付金交付額(d)
○基幹事業の場合
(d)＝a×b＋(c－a×b)/2
○効果促進事業等の場合
(d)＝0.8c

うち、市町村以外の者が負
担する額を減じた額(C)

3



平成24年11月現在

交付団体 いわき市 Ｎｏ． 3 事業番号 埋蔵文化財試掘調査事業 いわき市

薄磯地区   （薄磯貝塚）
　　　　　　　 （高台造成地）

薄磯地区   （薄磯貝塚）
　　　　　　　 （高台造成地）

薄磯地区   （薄磯貝塚）
　　　　　　　 （中街A遺跡）
　　　　　　　 （中街B遺跡）
　　　　　　　 （南街遺跡）
　　　　　　　 （薄磯南作遺
跡）

（参考様式）

いわき市復興交付金事業計画　復興交付金事業等工程表（平成24年度）

※本様式は１－２①・②に記載した事業ごとに記載してください。
A-4-3 事業名 事業実施主体

第２四半期 第３四半期 第４四半期

（注）上記項目について、実施予定時期を矢印で示してください。（なお、項目に該当するものがない場合は当該項目は記載する必要はありませんが、他の項目があれば、適宜書き換えて記載してください。）

項　　　　目
平成24年度

備　考
第１四半期

（注）同一項目で複数の記載事項がある場合はずらして記載してください。

（注）平成24年度末までに終わらないものや、それ以降に実施するものについては、備考欄に終了時期や実施時期を記載してください。

　試掘調査の準備
（被災市街地復興

土地区画整理事業等関連）

　試掘調査の実施
（被災市街地復興

土地区画整理事業等関連）

【参考】　試掘調査（第１回
交付金事業分）



(単位：千円)

　

　
　

　 　
　
　

　事業費・計

200㎡ 962　試掘調査

金額

962

962 摘 要

平成24年度　経費の配分

事業の種類 数量

調 査 費 交 付 額(D)

基 本 国 費率

　

事 業 費 計 (A)

復興交付金事業等に要する費用の算出に係る基礎資料

復興交付金事業等の名称／目的及び内容 交付金の算出方法

事 業 名 埋蔵文化財試掘調査事業 事 業 費 (A)

控 除 額 (B)

事 業 施 行 期 間
交 付 対 象 事 業費

(C)=(A)-(B)
平成24年度～平成27年度

962

962

962

1/2

721

箇 所 名 薄 磯 地 区



(単位：千円)

　

　
　

　 　
　
　

　事業費・計

200㎡

　試掘・確認調査
　（薄磯地区・高台）

865㎡

22,000
　試掘・確認調査
　（薄磯地区・薄磯貝塚）

7,785

金額

29,785

29,785 摘 要

平成24年度　経費の配分

事業の種類 数量

調 査 費 交 付 額(D)

基 本 国 費率

　

事 業 費 計 (A)

復興交付金事業等に要する費用の算出に係る基礎資料

復興交付金事業等の名称／目的及び内容 交付金の算出方法

事 業 名 埋蔵文化財試掘調査事業 事 業 費 (A)

控 除 額 (B)

事 業 施 行 期 間
交 付 対 象 事 業費

(C)=(A)-(B)
平成24年度

29,785

29,785

29,785

1/2

22,338

箇 所 名 薄 磯 地 区



復興交付金事業（第４次申請）に係る事業概要について 

【事業名】（Ａ－４－３）埋蔵文化財試掘調査事業（薄磯地区） 

 

 ◎被災市街地復興土地区画整地事業等の実施区域内における埋蔵文化財発掘調査 

１ 薄磯貝塚の試掘・確認調査の追加実施 

 

【事業概要】 

薄磯地区における被災市街地復興土地区画整理事業等の実施区域内に所在する

埋蔵文化財包蔵地（薄磯貝塚・中街Ａ遺跡・中街Ｂ遺跡・南街遺跡・薄磯南作遺跡）

の試掘・確認調査（第１次復興交付金事業）を実施したところである。 

これら実施した調査のうち、薄磯貝塚から、予想外の遺物（縄文・弥生時代の土

器、石器、獣骨、平安時代の製塩土器）が多数出土した。また、製塩土器の出土に

より、薄磯貝塚には、福島県内初の古代の塩作りに関する遺構も存在する可能性が

大きいと考えられる。 

 このため、薄磯貝塚の範囲や内容の再確認（遺構の広がりや深さ、及び密度の把

握）や、今後実施される開発工事への影響を最小限にすることを目的に、調査対象

範囲を拡大するとともに、詳細かつ精度の高い試掘・確認調査を追加実施するもの

である。 
 

【事業費】22,000 千円 

 ・調査面積を 200 ㎡と設定し、事業費を積算した。 

  ・200 ㎡×110,000 円/㎡＝22,000 千円 

【調査の実施年度】 平成 24 年度（平成 25 年１～３月）   

 

２ 高台造成予定地の試掘・確認調査 

  

【事業概要】 

薄磯地区における被災市街地復興土地区画整理事業等の実施区域内における高

台造成予定地（開発対象面積 173,000 ㎡）は大規模な開発エリアであり、当該復興

事業の円滑な実施を図るため、試掘・確認調査を実施するものである。 

  

【事業費】7,785 千円 

  ・調査面積を 865 ㎡と設定し、事業費を積算した。 

   （調査対象面積 865 ㎡の設定根拠） 

     調査対象エリア 17,300 ㎡（173,000 ㎡×10％）×5％＝865 ㎡ 

      ※10％：平坦面として想定 

      ※ 5％：埋蔵文化財包蔵地（10％）×1/2 （文化庁確認済み） 

  ・865 ㎡×9,000 円/㎡＝7,785 千円 

【調査の実施年度】 平成 24 年度（平成 25 年１～３月） 
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